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東
輝
中
便
り

東
輝
中
便
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広報委員会発行

日 曜 ４月の主な行事
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10 
11
12
13
14

15
16
17
18

19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29
30

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

土
日
月
火

水

月
火
水

木
金
土

日

木
金
土
日

離任式

45 分 授業／２・３年部活ミーティング

45 分 ×６／身体測定１年
クラス写真撮影／新入生歓迎会

45 分 授業

令和５年度入学式
令和５年度新任式／１学期始業式

45 分 ×６／身体測定３年／部活体験 ①

45 分 ×４／三者面談 ①

45 分 ×４／三者面談 ②
45 分 ×４／三者面談 ③

45 分 ×４／三者面談 ( 予備日 )
45 分 ×４／三者面談 ④／歯科検診３年

45 分 ×６／部活体験 ③

市春季大会（ソフトボール、サッカー、
卓球、ソフトテニス、野球）
市春季大会（バレーボール）

45 分 ×６／聴力検診１・３年

50 分 ×６／内科検診 (3-1・2、かがやき）

45 分 ×６／身体測定２年／部活体験 ②
修学旅行説明会 (３年 )

「
学
校
便
り
」「
学
年
・
学
級
通
信
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
記
事
に
つ
い
て

　
本
校
で
は
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

生
徒
や
保
護
者
の
活
動
の
写
真
や
お
名
前
を

掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
個
人
情
報
に
は
十
分
配
慮
し
て
掲
載
し
ま

す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
了
解
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
度
の
教
職
員
で
す

「 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

」

校　
長　
　
　
樋
口　
肇　
　

 　

 （
国
語
）

教　
頭　
　
　
岡
本　
健
一　
　

  （
美
術
）

教
務
主
任　
　
森
脇　
智
広　
　
　
数
学

通
級
指
導　
　
角
田　
亮
太　
　
　
理
科

　
　
　
　
　
　
安
藤　
直
子　
　
　
国
語

養　
護　
　
　
岩
田　
昌
美

　
　
　
　
　
　
田
村　
洋
美

事　
務　
　
　
加
藤　
一
貴

用　
務　
　
　
大
橋　
修
一

　
　
　
　
　
　
竹
前　
千
代
子

　
　
　
　
　
　
開
本　
敏
晴

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
小
野
山　
武
克

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　
　
　
　
　
　
吉
中　
賢
次

初
任
者
指
導　
濱
田　
浩
志

学
年
教
師
　【 

三  

年 

】

主　
任　
　
　
瀬
野　
光
照　
　
　
保
体

副
主
任　
　
　
村
松　
貴
仁　
　
　
国
語

　
　
　
　
　
　
　
（
生
徒
指
導
主
任
）

１　
組　
　
　
千
代　
孟　
　
　
　
数
学

２　
組　
　
　
中　
由
里
子　
　
　
国
語

３　
組　
　
　
寺
井　
洋
平　
　
　
英
語

４　
組　
　
　
日
髙　
真
宏　
　
　
数
学

５　
組　
　
　
六
島　
悠
喜　
　
　
理
科

か
が
や
き
３　
島
村　
明
日
香　
　
理
科

進
路
主
任　
　
大
釡　
広
和　
　
　
技
術

副
担
任　
　
　
山
村　
京
子　
　
　
英
語

非
常
勤　
　
　
青
嶋　
文
子　
　
　
理
科　

学
年
教
師
　【 

二  

年 

】

主　
任　
　
　
津
田　
幸
一
郎　
　
音
楽

副
主
任　
　
　
仁
頃　
駿
一　
　
　
数
学

　
　
　
　
　
　
　
（
学
園
制
加
配
）

１　
組　
　
　
小
森　
葵　
　
　
　
英
語

２　
組　
　
　
二
又　
寛　
　
　
　
社
会

３　
組　
　
　
津
田　
元
也　
　
　
国
語

４　
組　
　
　
野
村　
真
司　
　
　
保
体

か
が
や
き
２　
廣
田　
絢
香　
　
　
保
体

副
担
任　
　
　
上
田　
美
幸　
　
　
理
科

副
担
任　
　
　
吉
田　
美
惠　
　
　
家
庭

　
　
　
　
　
　
　
（
不
登
校
加
配
）

心
の
居
場
所
サ
ポ
ー
タ
ー　
　
　

　
　
　
　
　
　
松
岡　
美
由
紀

学
年
教
師
　【 

一  

年 

】

主　
任　
　
　
人
見　
麻
友　
　
　
保
体

副
主
任　
　
　
宗
川　
浩
一　
　
　
国
語

　
　
　
　
　
　
　
（
生
徒
支
援
加
配
）

１　
組　
　
　
池
口　
佳
希　
　
　
理
科

２　
組　
　
　
鈴
木　
秀
典　
　
　
数
学

３　
組　
　
　
奥
野　
友
梨
香　
　
保
体

４　
組　
　
　
横
田　
亮
太　
　
　
社
会

５　
組　
　
　
坂
本　
雄
也　
　
　
社
会

か
が
や
き
１　
北
條　
貴
子　
　
　
英
語

特
別
活
動
主
任

　
　
　
　
　
　
池
田　
昂
平　
　
　
英
語

　
　
　
　
　
　
　
（
小
中
連
携
加
配
）

副
担
任　
　
　
水
上　
雅
章　
　
　
美
術

非
常
勤　
　
　
井
池　
十
紀
代　
　
音
楽

非
常
勤　
　
　
西
田　
め
ぐ
み　
　
英
語

　
　
　
　
　
　
　
（
初
任
者
指
導
）　

職
員
が
替
わ
り
ま
し
た

【 

転
出
職
員 

】

「
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

」

川
口    

雅
彦
　
　（ 

亀
岡
市
教
育
委
員
会
へ
）

中
澤    

利
哉
　
　（ 

育
親
中
学
校
へ
）

井
澤    

七
帆
斗
　（ 

南
桑
中
学
校
へ
）

古
川    

弓
　
　
　（ 

園
部
高
校
附
属
中
学
校
へ
）

今
井    

学
　
　
　（ 

南
桑
中
学
校
へ
）

若
林     

弘
樹
　
　（ 

南
桑
中
学
校
へ
）

力
身    

茜
衣
　
　（ 

大
成
中
学
校
へ
）

橋
本    

拓
哉
　
　（ 

亀
岡
中
学
校
へ
）

大
川    

美
里
　
　（ 

亀
岡
川
東
学
園
へ
）

伯
耆    

紳
介
　
　（ 

亀
岡
市
教
育
委
員
会
へ
）

樋
口    

和
正
　
　（ 

任
期
終
了 

）

貝
阿
弥    

美
智
　（ 

つ
つ
じ
ヶ
丘
小
学
校
へ
）

山
本    

京
子
　
　（ 

南
つ
つ
じ
ヶ
丘
小
学
校
へ
）

湯
浅    

女
久
美
　（ 

千
代
川
小
学
校
へ
）

平
田    

秀
雄
　
　（ 

退
職 

）

年
度
当
初
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　

校
長
　
樋
口
　
肇

　

四
月
一
日
付
け
で
、
校
長
に
就
任
し

ま
し
た
樋
口　

肇（
ひ
ぐ
ち　

は
じ
め
）

と
申
し
ま
す
。
本
校
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
も
今
後
求
め
ら
れ
る
教
育
活

動
を
追
求
し
、
本
校
の
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
お
子
様
の
ご
入
学
、
ご
進
級

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
は
一
七

三
名
の
新
入
生
が
入
学
し
、
二
年
生

一
三
九
名
、
三
年
生
一
五
九
名
、
生
徒

数
四
七
一
名
、
十
七
学
級
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

  

本
校
の
校
訓
は
、「
率
先
垂
範
」、「
有

言
実
行
」、「
切
磋
琢
磨
」、「
凡
事
徹
底
」

で
す
。
校
訓
に
は
、
先
人
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
東
輝
中
学
校
生
徒
へ
の
願

い
や
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
成
長
へ
の
指
針
と
し
て
理
解
し
、
実

践
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、

五
月
八
日
よ
り
感
染
法
上
５
類
へ
移
行

し
ま
す
。
令
和
五
年
二
月

十
日
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
で

決
定
さ
れ
た
「
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
」
を
受
け
、
令

和
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
学
校
教
育
活

動
に
お
い
て
も
児
童
生
徒
及
び
教
職
員

に
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
な
い
こ
と
が

基
本
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
マ
ス

ク
の
着
用
を
求
め
ず
、
マ
ス
ク
の
着
脱

は
個
人
の
判
断
で
あ
る
旨
先
日
文
書
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
五
月
八
日

ま
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
感
染
対
策

(
教
室
の
換
気
・
手
洗
い
消
毒
・
健
康

観
察
等)
を
行
い
、
安
心
、
安
全
な
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
て
二
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
学
校
で
学
ん
だ
こ

と
が
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
汎
用
性
の
高

い
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
が
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
観

点
か
ら
も
、
授
業
の
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
I
C
T
機
器

の
活
用
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
ご
家
庭
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち

帰
っ
て
学
習
す
る
取
組
を
今
後
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

始
業
式
・
入
学
式
に
お
い
て
、
生
徒

た
ち
に
は
【
自
己
肯
定
感
】
に
つ
い
て

話
を
し
ま
し
た
。【
自
己
肯
定
感
】
と
は
、

「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
感
情
」
で
す
。

　

自
分
に
は
欠
点
や
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
よ
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。
よ
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ

ろ
含
め
て
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う
感

情
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
自
己
肯
定
感

が
高
け
れ
ば
、
少
し
く
ら
い
の
失
敗
を

し
て
も
心
が
折
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た

「
自
分
に
は
無
理
か
な
」
と
思
わ
れ
る

こ
と
に
も
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

若
者
の
意
識
調
査
が
定
期
的
に
国
レ

ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
総
じ
て

日
本
の
若
者
は
「
自
己
肯
定
感
」（
自

尊
感
情
）
が
低
い
、
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　

徐
々
に
も
と
の
学
校
生
活
が
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
学
校
行

事
な
ど
生
徒
た
ち
が
活
躍
す
る
場
面
も

増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
活

動
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
「
自
分
に
は
よ

い
と
こ
ろ
が
あ
る
な
」
と
感
じ
、
ま
た

仲
間
の
よ
い
と
こ
ろ
も
見
つ
け
て
そ
れ

を
互
い
に
伝
え
合
い
、【
自
己
肯
定
感
】

を
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
の

皆
様
や
地
域
の
皆
様
の
日
頃
の
ご
協
力

と
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

お
知
ら
せ

　

去
る
四
月
十
日
に
一
学
期
始
業
式
が

翌
十
一
日
に
は
令
和
五
年
度
入
学
式
が

天
候
に
も
恵
ま
れ
る
中
、
無
事
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
は
五
月
発
行
の
第
２
号
に

て
詳
し
く
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。


